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このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

シャーロットは大
おお

きな音
おと

が大
だい

きらいです！ 音
おと

が耳
みみ

の中
なか

でひ
びいたり，頭

あたま

の中
なか

でこだまするのがいやなのです。安
あん

全
ぜん

だ
と分

わ

かっていても，車
くるま

のタイヤがキーッという音
おと

を立
た

てたり，群
ぐん

衆
しゅう

が歓
かん

声
せい

を上
あ

げたり，ドラムが鳴
な

りひびいたりすると，きんちょ
うしました。

そして，シャーロットはほんとうに花
はな

火
び

が好
す

きではありません
でした。

大
おお

きな音
おと

がしたときにシャーロットを安
あん

心
しん

させようと，家
か

族
ぞく

は
たくさんのことをしてくれました。お父

とう

さんは，騒
そう

音
おん

があまり聞
き

こえない特
とく

別
べつ

な耳
みみ

当
あ

てを買
か

ってくれました。かみなりが鳴
な

ると，
お母

かあ

さんはふとんの下
した

でシャーロットによりそってくれました。
シャーロットもまた，こわがらないように助

たす

けを求
もと

めていのりま
した。

どれも助
たす

けになりました。それでも，大
おお

きな音
おと

がするとやは
りこわくなります。
「今

こん

晩
ばん

，みんなで公
こう

園
えん

の特
とく

別
べつ

な花
はな

火
び

大
たい

会
かい

に行
い

くわよ」と，お母
かあ

さんがシャーロットに言
い

いました。「一
いっ

緒
しょ

に行
い

く？」
シャーロットは顔

かお

をしかめました。「でも，花
はな

火
び

はすごくうる
さいから。」
「もう大

おお

きくなったのだから，花
はな

火
び

を見
み

たら楽
たの

しいかもしれな
いわよ」と，お母

かあ

さんは言
い

いました。「友
とも

達
だち

もみんないるわよ。
特
とく

別
べつ

な耳
みみ

当
あ

てを持
も

って行
い

ってもいいし。行
い

ってみる？」
シャーロットはため息

いき

をつきました。「分
わ

かった。行
い

ってみる。」
公
こう

園
えん

の花
はな

火
び

大
たい

会
かい

は，始
はじ

まりは完
かん

璧
ぺき

でした。シャーロットと友
とも

達
だち

は草
くさ

の上
うえ

を走
はし

り回
まわ

り，おやつを分
わ

け合
あ

ったり，ゲームをしたりし
ました。間

ま

もなく，空
そら

が暗
くら

くなりました。シャーロットはこしを
下
お

ろして耳
みみ

当
あ

てを着
つ

け，きんちょうしながら空
そら

を見
み

ました。
ドーン！ ドーン！ バーン！
シャーロットの心

しん

臓
ぞう

の鼓
こ

動
どう

は速
はや

くなり，むねのあたりがしめつ
けられました。飛

と

び上
あ

がって，周
まわ

りの大
おお

きな音
おと

からにげようとし
ました。

お母
かあ

さんはシャーロットの後
あと

を追
お

って，だき上
あ

げました。二
ふた

人
り

はまたこしを下
お

ろし，お母
かあ

さんはシャーロットをぎゅっとだきし
めました。なみだがシャーロットのほほを伝

つた

いました。
「かわいそうに，こわくなったのね 」と，お母

かあ

さんは言
い

いまし
た。「お母

かあ

さんがここにいるわ。あまり音
おと

を気
き

にしないように，
色
いろ

に目
め

を向
む

けてみましょう。何
なに

が見
み

える？」

ヘザー・サリバン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

「天
てん

のお父
とう

様
さま

はなぜ 
大
おお

きな音
おと

を消
け

して 
くださらないのかしら。」 

シャーロットは 
たずねました。

「おそれてはならない，わたしはあなたと共
とも

にいる。」 
（イザヤ 41：10）

シャーロットは大
おお

きく息
いき

をすいました。「金
きん

色
いろ

，赤
あか

，緑
みどり

が見
み

え
るわ。」
「今

こん

度
ど

は鼻
はな

を使
つか

ってみて」と，お母
かあ

さんが言
い

いました。「どん
なにおいがする？」
「けむりと草

くさ

のにおいがする」と，シャーロットは答
こた

えました。
「それから，ポップコーン！」

「今
いま

，ほかにどんな感
かん

覚
かく

が使
つか

えるかしら。」
シャーロットは目

め

をとじました。「感
かん

じられる。花
はな

火
び

が爆
ばく

発
はつ

す
ると，むねがふるえるのを感

かん

じる。」
「何

なに

かの味
あじ

はする？」お母
かあ

さんが聞
き

きました。
シャーロットはしたをつき出

だ

しました。「花
はな

火
び

は味
あじ

がしない。」
シャーロットは笑

わら

いました。
シャーロットはそのすべてに興

きょう

味
み

をそそられました。どうやっ
ていろんな色

いろ

の花
はな

火
び

を作
つく

るのだろうと不
ふ

思
し

議
ぎ

に思
おも

いました。花
はな

火
び

はどうして爆
ばく

発
はつ

するのだろう。どうやってちがった形
かたち

を作
つく

る
のだろう。もう花

はな

火
び

はそれほどこわくなくなりました。
「お母

かあ

さん，花
はな

火
び

ってすごいね！」と，シャーロットは言
い

いまし
た。

その夜
よる

，お母
かあ

さんにベッドにねかせてもらうと，シャーロット
はたずねました。「大

おお

きな音
おと

を消
け

してくださいとお願
ねが

いしても，
なぜ天

てん

のお父
とう

様
さま

はわたしのいのりにこたえてくださらないのか
しら。」

お母
かあ

さんは少
すこ

し考
かんが

えて，「天
てん

のお父
とう

様
さま

はいつもこわいものを取
と

りのぞいてくださるとはかぎらないの」と言
い

いました。「でも
時
とき

々
どき

，わたしたちが物
もの

事
ごと

をちがった方
ほう

法
ほう

で見
み

られるように助
たす

けて
くださったり，なぐさめてくれる人

ひと

をあたえてくださったりする
ことがあるのよ。」
「今

こん

晩
ばん

，わたしを助
たす

けてくださったようにね！」と，シャーロッ
トは言

い

いました。
「そのとおり！」お母

かあ

さんはほほえみました。「こわくても，花
はな

火
び

大
たい

会
かい

に行
い

ったわね。そうしたら，天
てん

のお父
とう

様
さま

はおそれをしずめ
てくださったでしょう。そしてほかの感

かん

覚
かく

を使
つか

って，花
はな

火
び

の美
うつく

し
さが分

わ

かるようにもしてくださったわね。」
シャーロットは空

そら

にあらわれたあざやかな色
いろ

について考
かんが

え，
ほほえみました。大

おお

きな音
おと

はやはり好
す

きではありません。今
いま

で
もこわいです。それでも，天

てん

のお父
とう

様
さま

はいつでも勇
ゆう

気
き

を出
だ

せる
ように助

たす

けてくださることが分
わ

かりました。●

大
お お

きな 

と明
あか

るい色
いろ

音
お と

 


